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●文・写真：鮫島宗貴

Glock “Gen5”シリーズ始動

COMBAT
FRONT
LINE

した形だ。左利きのユーザーだけに限
らず、左右両手で同じように銃が操作
できることは重要だ。
　マガジンもベース・プレートの形状
とフォロアーの色が変更された。この
変更により、リロードの際にマガジン
を掴み易くなった。
　今回の改良点は、どれもが実用的で
ユーザーの声をよく聞いていると感じ
る。斬新な大きな変更とは言えないが、
グロックの優れた性能により磨きをか
けたものと言えるだろう。

コンペティション・シューター
視点から見たジェン5
　グロック・シリーズは、既に数挺所
持し、大きな試合で何度も撃っている
信頼性の高いモデルだ。今回の改良
点、先に外観から分かる点を
述べたが、内部メカニズム
にも変更点がいくつか
ある。
　先ずはバレルだ。
GMB (GLOCK 
Marksman 
barrel)と
呼ばれ

グロック・ジェン5シリーズ改良点

　グロック・ジェン5は、この数十年間
で、世界中のグロック・ユーザーたち
から寄せられた意見を参考に改良を加
えてあると言う。主だった点を紹介し
たい。

・新nDLCフィニッシュ
・フレームのマグウェル化
・フィンガー・チャンネルの除去
・アンビ・スライド・ストップの採用
・マガジン・ベース・プレートの形状変更

　この5点が外観から判別できる主だ
ったジェン5の特徴だ。
　nDLCは、より高い耐久性を実現し、
腐食に強くなっている。グロック・シ
リーズをインサイド・ホルスターに入
れて持ち歩くユーザーは多いが、スラ
イドの肌が触れる部分が汗で錆びてい
る個体をよく目にする。今回のフィニ

ッシュの防錆力はどれほどのものかは
多くの人が気になるはずだ。
　フレームのマグウェル化は、僕のよ
うなコンペティション・シューターに
限らず、多くの人が歓迎する改良だろ
う。ジェン3、ジェン4のマグの挿入口
は、マガジンサイズと同じで、チョット
位置がズレると挿入し難い。僕も試合
でリロードにもたついた経験はよくあ
る。実際の現場でも緊張した時にもた
つくことは容易に想像できることから、
この改良点はとても実践的なものだ。
　フィンガー・チャンネルをフレーム
から除去する改良も、ユーザーの声を
素直に聞いたものだ。手の大きさは、性
別、年齢、人種によって様々。カスタ
ム・モデルでもないファクトリー製の
銃でフィンガー・チャンネルを付ける
のは、ナンセンスだ。
　アンビ・スライド・ストップは、近
年登場するハンドガンでは、よく見ら
れるデザイン。グロックもこれを採用

話題のシリーズ登場!!

　8月末にGLOCK（グロック）社から、
新シリーズとなるG17、G19のGEN（ジ
ェン）5が発表された。
　前々からジェン5シリーズが発表さ
れるという話はあったので「今度は、ど
の口径で、どのサイズだ？」と想像を
膨らませていた。実際、グロック社も、
各ガンショップでキャンペーンを展開
し、このシリーズを大々的に宣伝して
いた。
　ただ、発表されるまで、部分写真す
らリークされることはなかったし、グ
ロックのスポンサードを受ける友人た
ちに情報を聞こうとしても、笑顔で誤
魔化されてしまった。それだけ厳しい
箝口令がしかれていたのである。
　とは言え“FBIが採用したG17 Mの
発展型になる”という噂は流れていた。
実際、発表されたジェン5を見ると、
G17 Mの民間向けと言う印象だ。

る新型バレルがジェン5から採用され
た。ポリゴナルライフリングなのは旧
モデルと同じだが、バレルのクラウン、
ライフリングに改良を施し、より高い
アキュラシーを実現していると言う。
レンジで各距離、各種弾頭を使ってテ
ストをいずれ行なってみたいと思う。
　次に、トリガー・メカニズムだ。最
近発売されたモデルのG42と同じもの
を採用し、よりスムーズなトリガー・
プルを実現している。ここはシュータ
ーにとって体感しやすい改良点だろう。
手元にあるファクトリー出荷状態のジ
ェン3、ジェン4と比較するとトリガー・
プルの違いがハッキリと分かる。
　先ほども書いたが、今回もっとも感
心したのが、フレームのマグウェル化
だ。これと、トリガー・プルの改良は、
ほぼ間違いなくコンペティション・シ
ューターたちからの要望で行なわれた
ものだろう。銃を撃つ視点から見た実
用的な改良だ。
　他にもスプリングの追加、ピンの数
の変更など、グロックを数多く撃つユ
ーザーたちからと思われる現場からの
声を取り入れた改良点がジェン5の内
部には多く見られる。

　僕が見て唯一、気になったのはスラ
イド・ストップがアンビ化されたこと。
　アンビ化によってプラスチック製の
インサイド・ホルスターに銃を入れよ
うとすると、新規追加されたスライド・
ストップ・レバーがホルスターと干渉
し、銃が入らない。インサイド・ホル
スターは銃を覆う部分が多いからだ。
ただし、この辺りのことは、ホルスタ
ーを削ることで対処できる。各ホルス
ター・メーカーが、直ぐに改良したバ
ージョンを出してくるだろう。
　今後、グロック・ジェン5シリーズは
そのバリエーションを増やしていくこ
とになる。機会があれば、より詳しく
テストを行なっていきたい。

グロックの新シリーズとなるジェ
ン5。先ずは、G17とG19が登場だ。

基本モデルであるG17の各ジェネレーション（左か
らジェン3、ジェン4、ジェン5）。フィニッシュの違
いは、写真では判り難いかもしれない。よく見ると、
ジェン5ではスライドのエッジの形状が変更され
ており、衣服に引っかかり難いようになっている。

ジェン5（手前）の改良点で、僕が最も気にいったのは、
このマグウェル加工。マガジンの挿入が簡単でスム
ーズに出来るようになった。またフレーム前方に切
かけを作ることで、マガジンが何らかの理由で抜け
なくても、引っ張り易くなった。

スライド・トップエンドをジェン5（上）とジェン4（下）で比較してみた。
ファイヤリング・ピン・ストップの形が違うのが、この写真で分かる。

ジェン5（手前）で
はマガジンのベー
ス・プレートも形
状が変更され、よ
り掴み易くなった。

ジェン5の主だった改良点であるア
ンビ・スライド・ストップ。本文でも
述べたが、ホルスターによっては、こ
れが原因で銃が入らないことがある。4 5
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サバイバル術から
その実像まで

島しょ防衛強化をいそぐ自衛隊。
その独自の役割を帯び、精鋭化が急がれている連隊。
それが、西普連こと、西部方面普通科連隊だ。
2018年に新編される水陸機動団の中核部隊ともなる西普連。
そこに在籍した元自衛官に、
自衛隊ラブ！ なミリタリーアイドルが、1日弟子入り！
苛酷な訓練、そのほんのさわりを！ って気分でいたら
ロケ日は関東地方に台風大接近中！　
大荒れの海辺で、リアルにタフな訓練になってしまいました！
”水陸両用”らんまる、大丈夫か!?　
人気ミリ女子芸人によるサバイバル企画・ついに始動！

写真：菊池雅之
文：らんまるぽむぽむタイプα

ら
んま

る

9月号『ニッポンの力こぶ　～西部方面普通科連隊　
日仏英米共同訓練～』から。波や音を立てないよう
に、ゆっくりと浜辺を目指す西普連の偵察部隊。

台風せまり来る海から上陸！　のらんまる＆古東さん。
らんまるが斥候役、古東さんはその支援に回る。
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初登場！！

MCV

AAV7

MCV（バッ
ク）

これを見なけりゃ、夏は終われない！今年も総火演こと、富士総合火力演習が行なわれた。
74式、90式、10式と陸自戦車が勢ぞろいするのはもとより、
89式装甲戦闘車に87式自走高射機関砲、AH-64Dアパッチ…と、
枚挙に暇がないほどの陸自装備の大集結！
陸自フェス、ここに開催！
写真・文／菊池雅之

01）UH-60JAからリぺ
リング降下する普通科教
導連隊のレンジャー隊員
たち。02）155㎜りゅう弾
砲FH70の射撃。会場目
の前で行なわれる。03）空
中で砲弾を破裂させる曳
下射撃の様子。

04）ジャンプ台の真下に
作られた祭壇。その上に
奉納されているアヒル神
さま。年々数も増えてい
く。最近では総火演名物
となり、お参りするお客
さんも多い。05）厳かに行
なわれる安全祈願。左か
ら2番目の隊員がお神酒
を抱えている。

れは来年に期待しよう。
　10式戦車も健在。今年は初となるバッ
クでスラロームして射撃をするという難
易度の高い技も披露した。意外と頑張っ
ていたのが74式戦車だ。いぶし銀のベテ
ラン戦車の勇姿もあと何年拝めるのか…。
そう考えると実に寂しい限り。
　知る人ぞ知る“あひる奉納”も行なわ
れた。偵察教導隊の隊員が、無事故祈願
として始めた総火演神事である。偵察オ

ートを使った大ジャンプは、実弾射撃と
並ぶ総火演の見せ場となっているが、過
去転倒し、ケガをした隊員が何人かいた。
そこである日から、アヒルのおもちゃを
ジャンプ台の下に奉納し、全員で並んで
2礼2拍手1礼で、安全祈願。今年は大
きなアヒルを抱えている隊員がいたので、
それは何かと尋ねると、なんとお神酒が
入っていたそうだ。口の部分からピュー
とお神酒を注ぎお供えしたそうだ。

　今年もミリタリーマニアの真夏一大イ
ベント富士総合火力演習が8月27日に
行なわれた。
　目玉は、前段（第1部）演習に参加し
た16式機動戦闘車MCVと水陸両用車
AAV7だ。昨年は、総火演終了後に装備
品展示されただけであったが、今回は機
動展示として、会場を所狭しと走り回っ
た。改めてMCVの機動性の高さには驚
かされるが、やはり射撃を見てみたい。こ

01.

04. 05.

02. 03.
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